
学年 教科 学習内容

小学校4年 社会

⑵　人々の健康や生活環境を支える事業について，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の事項を身に付けることが
できるよう指導する。
ア　次のような知識及び技能を身に付けること。
（ア）　飲料水，電気，ガスを供給する事業は，安全で安定的に供給できるよう進められていることや，地域の人々の健康な生
活の維持と向上に役立っていることを理解すること。

小学校4年 理科

B�生命・地球
⑶　雨水の行方と地面の様子
　雨水の行方と地面の様子について，流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて
調べる活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア　次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を身に付けること。
（ア）　水は，高い場所から低い場所へと流れて集まること。
（イ）　水のしみ込み方は，土の粒の大きさによって違いがあること。
イ　雨水の行方と地面の様子について追究する中で，既習の内容や生活経験を基に，雨水の流れ方やしみ込み方と地面の
傾きや土の粒の大きさとの関係について，根拠のある予想や仮説を発想し，表現すること。
⑷　天気の様子
　天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べ
る活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア　次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を身に付けること。
（ア）　天気によって１日の気温の変化の仕方に違いがあること。
（イ）　水は，水面や地面などから蒸発し，水蒸気になって空気中に含まれていくこと。また，空気中の水蒸気は，結露して再び
水になって現れることがあること。
イ　天気や自然界の水の様子について追究する中で，既習の内容や生活経験を基に，天気の様子や水の状態変化と気温や
水の行方との関係について，根拠のある予想や仮説を発想し，表現すること。

小学校6年 理科

Ｂ　生命・地球
⑶　生物と環境
　生物と環境について，動物や植物の生活を観察したり資料を活用したりする中で，生物と環境との関わりに着目して，それら
を多面的に調べる活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア   次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を身に付けること。
（ア）　生物は，水及び空気を通して周囲の環境と関わって生きていること。※
（イ）　生物の間には，食う食われるという関係があること。
（ウ）　人は，環境と関わり，工夫して生活していること。
イ　生物と環境について追究する中で，生物と環境との関わりについて，より妥当な考えをつくりだし，表現すること。

※３　内容の「Ｂ生命・地球」の⑶については，次のとおり取り扱うものとする。
ア　アの（ア）については，水が循環していることにも触れること。

小学校1-6年 道徳

Ｄ　主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること
［自然愛護］
　〔第１学年及び第２学年〕
身近な自然に親しみ，動植物に優しい心で接すること。
　〔第３学年及び第４学年〕
自然のすばらしさや不思議さを感じ取り，自然や動植物を大切にすること。
　〔第５学年及び第６学年〕
自然の偉大さを知り，自然環境を大切にすること。

中学校 理科（第2分野）

⑺ 自然と人間
自然環境を調べる観察，実験などを通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア　日常生活や社会と関連付けながら，次のことを理解するとともに，自然環境を調べる観察，実験などに関する技能を身に
付けること。

（ア）生物と環境

　㋐　自然界のつり合い
　微生物の働きを調べ，植物，動物及び微生物を栄養の面から相互に関連付けて理解するとともに，自然界では，これらの生
物がつり合いを保って生活していることを見いだして理解すること。
　㋑　自然環境の調査と環境保全
　身近な自然環境について調べ，様々な要因が自然界のつり合いに影響していることを理解するとともに，自然環境を保全す
ることの重要性を認識すること。
イ　身近な自然環境や地域の自然災害などを調べる観察，実験などを行い，自然環境の保全と科学技術の利用の在り方につ
いて，科学的に考察して判断すること。

小・中学校 総合的な学習の時間

海へ！水てき君の大冒険〜海と森のつながり　学習指導要領との対応


